
第９期の介護保険料を引き上げないこと等を求める要請 

要請の趣旨 

 いつも区民の福祉増進にご尽力いただき、ありがとうございます。 

 介護保険制度が始まってすでに２２年目に入りました。「家族が支える介護から社会が支える介護へ」「利

用者の選択の幅が広がる」とうたわれていた介護保険制度ですが、繰り返される制度改正に利用者へは

「保険あって介護なし」の事態を広げ、事業所には低い介護報酬の下で経営難が続いています。全産業労

働者平均よりも介護従事者の給与は月９万円も低い実態が依然続いています。 さらにこの間はコロナ感染

拡大が、経営難・人手不足ですでに疲弊している介護事業者、介護従事者に大きな痛手をもたらしていま

す。 

 また、介護を利用する区民からは、保険料と利用料の負担が大きくて、利用したい介護サービスを受けるこ

とができないなど、不満の声が寄せられています。これでは自立支援どころか、体調悪化で健康を損なうこと

にもなりかねません。年金は減らされ、物価は上がるばかりで、どこを削って暮らせばいいのか、区民の暮らし

は厳しい状況が続いています。令和６年度からの第９期の介護保険料改定が迫ってきていますが、今度の改

正で、介護給付費準備基金の活用など、区としてできうる限りの対策をとり、介護保険料を引き上げないこ

と、また、国に対して介護保険制度への国庫負担割合の拡大などを求め、ここに要請いたします。 

要請項目 

１． 第９期の介護保険料を引き上げないよう求めます。 

２． 介護保険財政への国庫負担割合を大幅に引き上げて負担軽減などを行えるよう、国に対して改善を求

めてください。 

３． 全額公費負担により、介護従事者の給与を全産業平均水準まで引き上げるよう、国に求めてください。 
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